































2次元電子系での熱電効果測定の模式図を示す。温度勾配のある 2次元面(x - y面)に対して






























































































の結果、磁場が 0.21 < B < 0.3 Tの範囲では、両者は定量的に一致した。測定したネルンス
ト電圧は実際に電子拡散の寄与である事が明瞭となった。 
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図 4：磁場中でのネルンスト電圧の位置 x依存性。 
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